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１．概要（Summary） 

ナノテクノロジープラットフォームでは技術スタッフが異

なる技術分野の知識・技術を得ることを目的に、技術スタ

ッフ交流プログラムとして様々な技術研修を行っている。

今回、その一環として当微細加工支援室ではまだ実績の

浅いマイクロ流路作製の手法に関して実習を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

マスクレス露光装置、エッチング装置（Si 深掘用）、 

表面段差計、PDMS加工装置 

【実験方法】 

Layout Editor を用いて流路の設計を行い、クリーン

ルーム内でマスクレス露光装置を用いて露光を行った後、

深掘エッチング装置を用いて流路鋳型を作製した。エッ

チングガスの流量比はSF6 : C4F8 = 130 : 85 sccmとした。

流路深さは約 50 mであることを表面段差計で確認した。

完成した流路の外観を Fig. 1に示す。 

作製した鋳型にPDMS樹脂を流し込み脱泡・硬化させ、

PDMS 樹脂の切り出しを行った後、予め金を蒸着させた

スライドガラスに接着し、流路を作製した。MOSFET の

ゲート部と金薄膜をワイヤーボンディングで配線し、

センサーを完成させた。 

完成したセンサーを用いて pH4.01, 6.86, 9.18の 3

種の溶液を流路に流し、トランジスタの電気特性の違

いを測定した。 

Fig. 1 Image of mold after Si etching 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製した流路に着色した液を流し、流路が形成されて

いることを確認後、異なる pH の溶液を流し、トランジスタ

の電気的特性の違いをプローバで測定した。(Fig. 2) 

pH4と pH7の場合を比較すると、V-I曲線の立ち上が

りがシフトしたことが確認された。 

 

Fig. 2 The measurement of semiconducting  

properties 
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